
 

 

 

 

 

 

保護者の皆さまへ 
                         ２年 B組 担任 菅原 周平 

 保護者の皆さまには日頃より本校の教育にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。今期は

本校でインフルエンザが流行したために、休校になりました。保護者の皆さまにはご心配されたことと

思います。その中でも生徒の送迎など様々な協力をしていただきありがとうございました。そのおかげ

で、インフルエンザは収束し１０月２７日（月）からのインターンシップを無事に行うことができました。 

来期は一日総合探究の日などがありますが、学期末テスト、三者面談などまとめの期になります。こ

の一週間を心と体をゆっくり休めることで、最後の５週間を迎えてほしいです。 

最後に休み明けみなさんと会えるのを楽しみにしています。 

  

インターンシップについて 

１０月２７日（月）から１１月６日（木）まで全校一斉のインターンシップが行われました。生徒は「いつも

とは違う体験（仕事）を行う」「いつもとは違った大人と接し、話を聞く」「社会に触れる」などの機会にな

りました。今回行けなかった生徒は１２月と３月にインターンシップの機会がありますのでその時に行く

ことになります。 

 

写真で振り返ります。 

(いずれもインターンシップ先の体験の様子です) 
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 生徒の感想です （一部修正しています）       

 ・（飲食店で）試食を配るときに最初はあまり受けとってもらえなかったが、大きな声と笑顔を意識し 

たら受け取ってくれる人が増えてうれしかった。 

・（介護施設で話すことがあまり得意でない方もいらっしゃり）相手によって話し方などの対応を変える

ことの大切さを学んだ。 

・（介護施設で）前回のインターンシップで会った利用者もいて覚えてくれていた方もいて嬉しかった

が、逆に症状が悪化された方もいてなんとも言えない気持ちになった。 

・（ホテルの業務で）最初は人見知りでわからないことを聞きに行けなかったが、自信を持って聞いたら

分からないことが分かってよかった。 

 

事業者の方からの所見の一部を紹介します 

 ・常に興味を持ち続けてください。どんなジャンルでも興味を持つということは探究心を持つことに

もつながります。今後のしごとにつく時も大切になると思います 

 ・最初は遠慮をしていたかもしれませんが、二日目にはいろいろなことに積極的に取り組んでくれま

した 



・サービス業なので挨拶が大切です。積極的に挨拶をしていただくとお客様も喜ばれると思います。

（インターンシップでは）積極的に挨拶をされていて大丈夫だと思います。 

・細かい作業がきちんとこなせるのがすばらしいと思います。教えられないことでも機転が利いて行動

できていました 

・（介護施設で）利用者さまにも自分たちから積極的に話しかけている姿は大変嬉しく感じました「笑

顔」もよかったです 

 

 

介拓プログラムを選択している生徒はこのインターンシップ期間中にインターンシップを行うだけ

でなく、学内での講義を行いました 

  

 

またインターンシップ期間中の１０月３１日（金）には一日 LTを行い、来年の６月に行く修学旅行の話

や A組とのスポーツ交流。さらには B組だけのスポーツ交流を行いました。 

  

 

 

 



地学基礎の授業について 
 

阿寺の七滝に行きました 
 今までの通信でも載せましたが、２学年では地学基礎の授業があります。地球や宇宙、地質のこと

などを座学だけでなく、期に一回は学校の外にでかけ実際の自然を体験することでより理解を深める

授業を行っています。今回１０月９日（木）に新城市にある阿寺の七滝に行きました。川などに飛び込む

授業は今年度４回目です。生徒は過ごしやすい気候の中で川に飛び込んだり、ウオーキングをしたりし

て自然を満喫していました。 

  

  

阿寺の七滝について（新城市の HPより） 

日本の滝百選の 1つにも選ばれ、巣山高原から流れ落ちる水が、礫岩の断層崖に七段の滝となり

これが七滝である。 

下から第 1 の滝 9m。第 2 は 13m、第 3 は 7m、第 4 の滝 25m、第 5 の滝 2m、第 6 の滝 4m、第 7 の

滝 2m、計 62m の高さである。その中で第 2 の滝は深さ 4m、第 5 の滝には深さ 7m の滝つぼがある。 

これは落ちこんだ岩石が、永年の間に水圧に転がされ岩が削れてポットホールとなったものとい

う。なお、下から仰いで見えるのは、第 4までである。 

この滝は、礫岩にかかっていることと、巨大なポットホール（甌穴）のあることが学術上重要な

ものとして滝をふくむ約 9.1ヘクタールが指定を受けている。 

七滝が落ちる断層崖の礫岩は、礫が丸味をおびて 20 センチメートル前後のものが多い。砂岩、

泥岩・花崗岩など中・古生代の岩石の礫から構成されている。 

下段より霹靂（へきれき）滝、虎嘯（こしょう）滝、龍攘（りゅうじょう）滝、長霓（ちょうげ

い）滝、雄飛（ゆうひ）滝、素練（それん）滝、敲壺（こうこ）滝という呼び名もある。 



性教育講座を行いました 

１０月１７日（金）にしんしろ助産所梶藤恵理さんをお招きして性教育講座を行いました。内容はいの

ちについて、私たちの身体のこと、デート DV、望まない妊娠、避妊法、性感染症など多岐にわたってい

ました。生徒はどの話も真剣に聞いていました。 

  

   

 

生徒の感想から 

 ・赤ちゃんの模型を触ったときに小さくて、重くてびっくりしたのと意外と生まれる前に死んでしまう

のが多いと思いました   

 ・命が生まれることがこれほど難しいことが再認識することができた。 

 ・一番小さい赤ちゃんの人形でも意外と重くて妊婦さんのお腹の中に入っているのがすごいと思っ

た。親が自分を育ててくれていることに感謝しようと思った。一生懸命生きようと思った。 

 

補足： 

下線の感想を生徒が言われたときに助産所の方が「生まれたときの赤ん坊の触って「重たい」はよく

聞くが、小さい（妊娠三か月くらい）赤ちゃんの模型をもって「重たい」と言われていた生徒のすばらし

い感性に驚きました」と言われていました。 

 

お知らせ 

 今回の発送物に来年実施される修学旅行の行程表などが封入さています。確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 
１１月１６日（日） 一斉帰寮日 

１１月１７日（月） ６期開始、面談 

１１月２７日（木） 一日総合的な探究の日（初日） 

１１月２８日（金） 一日総合的な探究の日（二日目） 

１２月０３日（水） 二学期期末テスト 

～０５日（金） 

１２月１８日（木） 二学期終業式 

１２月１８日（木） 三者面談 

   ～２０日（土） 

０１月１１日（日） 一斉帰省日 

 


